



















Can, Must” の視点を扱うことにする。Will と

























“Will, Can, Must” の視点を扱っている書籍や論










キャリアプランニングの視点 “Will, Can, Must”
は何を根拠にしたものか
〈研究ノート〉
図 1　Will と Can と Must の重なり
タイトル（柱） 

























































































































プの戦略）」2014年 3月 24日, 3頁 .）
　また、キャリアコンサルタントの本田勝裕氏は、
｢やりたいこと｣ ｢できること｣ ｢しなくてはいけ
ないこと｣ の重なった個所を “ 自分エンジン ” と
呼び、以下のように学生に伝えていると述べてい
る。
私は学生に ｢やりがい｣ について伝えている｡ 













　以上のように、“Will, Can, Must” の視点は、組
織で仕事をする人および就職活動を行う学生に使
03_田澤1_Vol15-2.indd   34 18/05/22   9:46
35





3	 “Will,	 Can,	 Must” の視点の根拠と
なった可能性のある説
　以下には、“Will, Can, Must” の視点の根拠と
なった可能性のある説について述べていく。
（1）ドラッカーの考え方が派生したもの












































カウンセリングの際に、will, can, must を確立す
ることを支援したケースを紹介している。谷内
（2005）が示した will, can, must の考え方は、シャ
表 1　Will, Can, Must” の視点を扱っている書籍や論文等
タイトル（柱） 
生涯学習とキャリアデザイン - 3 - 







































































青野慶久 片山繁載 峰岸真澄 本田勝裕
Will やりたいこと 何がしたいか 何をしたい やりたいこと
Can やれること 何ができるか できる できること
Must やるべきこと 何をしなければいけないか しなければいけない しなくてはいけないこと
3つが
重なる効果
モチベーションが高まる 仕事の満足度が高くなる やる気を引き出す やりがいの実感
対象者 組織のメンバー 組織で働く人 従業員 学生









































































03_田澤1_Vol15-2.indd   36 18/05/22   9:46
37



















日経 MJ（流通新聞）「リクルート HD 社長峰岸真
澄さん――「人」のプロ、世界へ攻勢、自前の
IT 開発強みに（トップの戦略）」2014 年 3 月
24 日 , 3 頁 .
日本経済新聞「雇用延長時代、企業が取り組み、今
からが勝負、バブル期入社―研修でキャリアプ
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Minoru TAZAWA
Basis of Career planning perspectives exemplified by 
"Will, Can, and Must"?
　In Japan, the perspective represented 
by the concept of "Will, Can, and Must" has 
been emphasized in various career planning 
situations. Moreover, this concept has also 
been represented by circles, and attention 
has frequently been focused on where 
these circles overlap. This study explored 
two possibilities that are the basis of career 
planning, including the perspective of "Will, 
Can, and Must." Results of past studies suggest 
that this concept targets people working in 
organizations and job hunting students and 
that using this perspective leads to motivation, 
satisfaction, and reward. Furthermore,  the 
perspectives of Drucker, P. F., and Schein, 
E. H., are introduced as the foundation of 
this perspective. Finally, we have indicated 
that all theorists commonly advocate the 
necessity to conduct career planning with a 
social perspective, without overly considering 
individual career preferences.
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